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第３節住居跡（ＳＢ）２７

第３節住居跡（ＳＢ）

本遺跡からは縄文時代の住居跡を７軒確認し、その他竪穴状の遺構を２基（ＳＸ１・ＳＸ２）、柱

穴列等を検出した。ここで住居跡として取り上げる遺構は次の項目のいずれにも当てはまるものをと

りあげた。

１．炉跡または地床炉を想定できる焼土域をもつ。

２．柱穴が確認できる。

第３地区南西部に第１号住居跡、第５地区中央部から南端にかけて第２号～第７号住居跡の６軒を

検出した。遺跡は西から東に向かって開け、同方向へかなりの角度をもつ傾斜地となっているため、

住居のほとんどは山側（西側）の掘り込みが深く、谷側（東側）の掘り込みが浅い。後世の開田によ

る削平もあり東側のプランが確認できなかった住居跡が多い。第２地区ｌ９ＪＫ.Ｌグリッドおよび

20Ｊ.Ｋ・Ｌグリッドに、柱穴列および第５地区23ｆに柱穴列が存在し、住居またはその他の建物の

可能性が残る。

第１号、第４号、第５号住居跡より、石囲炉の痕跡と思われる石組みを検出した。第２号について

は抜き取りの痕跡および焼土を、その他の住居跡からは焼土域をそれぞれ検出した。第１号を除いて

上端・下端を確認した住居跡の平面形は、円形または楕円形であった。

２１３１４１５１５１７１８’9110,1'''21］ 311411511611711811912012122123,2412526127128129130131'32133134135136137138139140141142143144'45146147148149150151 5２１５３５４５５５６１５７

Hli Ａ
ｌ
Ｂ

篭
蕊懇

LilJiLnilU
Dljii霧Iｒｉｉ

卜

ｕ
ｌ
Ｒ

霧蕊iii！

繧熱‘ Ｋ

Ｍ
一
Ｎ

蕊

Ｇ
Ｒ
ｌ
円

lL

,ﾋリ

鞠

、 0２０４０ｍ̄

第１３図住居跡位置図（Ｓ＝1／1,600）

１．第１号住居跡（ＳＢ１）第14図図版４

位置・立地状況第３地区南西部傾斜が緩やかになった地域28Ｌグリッドにて検出。周辺は握り拳



2８第３章遺構
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第３節住居跡（ＳＢ）２９

大～人頭大の礫が散乱し、

さらに下流域には径１ｍを

超える巨礫が点在する場所

であり河川の氾濫による激

しい土石流の跡と思われる

状況を窺うことができる場

所である。

平面形・規模後世の開墾

時に受けた削平がかなり激

しく、住居プランは不明で

あるが、周囲の礫の出土状

況と住居内の土層堆積の状

況などから４ｍ×４ｍ程度

の径をもつ円形プランであ

ったと推測する。検出した

時点の遺構はすでに床面が

表出している状態であった

と判断しているため断定で

きないが1256㎡と推定する。

長軸方向Ｎ－１５ｏ－Ｅ。

｛

437.300437.300

ＬＬ ﾉL二二！
①
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②
一
③

炉跡①黒色土(７５YRl7/1)シルト②黒褐色土(７５YR3/2)シルト００２５ｍ

炭化物多く含む③暗褐色±(７５YR3/3)砂質一一一＝
第15図第１号住居跡炉跡検出状況（Ｓ＝1／10）

覆土黒褐色士攪乱層。

床面・壁床面の硬化はみられない。壁高および傾斜角等不明。

柱穴住居内に柱穴を８基確認した。Ｐ１は0.25×0.22ｍ深さ0.1ｍ は０３×012ｍ深さ0.12ｍ、柱穴住店内に柱穴を８基確認した。Ｐ１は0.25×0.22ｍ深さ０．１ｍ、Ｐ２は０．３×0.12ｍ深き０．１２ｍ、

Ｐ３は0.45×0.3ｍ深さ0.11ｍ、Ｐ４は023×0.22ｍ深さ0.22ｍ、Ｐ５は0.25×0.1ｍ深き0.1ｍ、Ｐ６は

0.27×０．２４ｍ深さ0.16ｍ、Ｐ７は0.27×0.24ｍ深さ016ｍ、Ｐ８は0.2×0.17ｍ深き0.17ｍである。また

住居プランの外部に当たると思われる場所に位置するピットが４基あり、P22は0.25×0.25ｍ深さ

0.18ｍ、P23は0.4×0.25ｍ深さ0.12ｍ、P24は0.4×0.37ｍ深さ0.25ｍ、P25は0.49×0.43ｍ深き０３ｍ

である。

炉（第15図図版４）中央やや北側に石囲炉が検出きれた。一辺に１個の礫を組む0.7×0.7ｍの方形

プランを呈する。石組みに使用きれている礫は、北側が安山岩、その他は花こう岩である。炉内部に

は焼土と炭化物が少量出土した。炉内に小礫が３個混入し、１個は径13cmの円礫である。

出土遺物遺物は床面直上部より６個の縄文土器小片が出土した。船元式に見られる撚りの粗い縄文

が施文された極小破片が1点出土したが、この住居に伴うものとは断定しがたい。その他の土器はい

ずれも小片・無文であり時期を判断することは不能である。

時期覆土からの出土遺物より縄文施文が確認できる小片が１点あり中期前葉を上限と考える。その

他は無文だが後期土器の可能性が高く付近の包含層遺物からも後期土器が多量に出土しており後期の

可能性も残る。



3０第３章遺構

２．第２号住居跡（ＳＢ２）第16図図版４

位置・立地状況第５地区中央部29Ｚグリッドにて検出した。地区内では比較的緩やかな傾斜地に立

地する。

平面形・規模遺構北東側が後世の削平によって欠損している。確認できるプランから推定できる広

言を含めると３９ｍ×3.6ｍの不整円形プランを呈する。床面積はlＬ１ｍ２（推定部含む)。主軸方向は

Ｎ－９ｏ－Ｅｏ

覆土覆土は主に黒褐色士、暗褐色士、にぶい黄褐色士に分層できる。壁土の崩落による堆積または

周堤の盛土の流れ込みによる堆積から包含層の堆積に至る状況を呈する。

床面・壁床面の硬化はみられない。Ｖ層（地山）の緩斜面に床面を確保するために山側は深く谷側

は浅く掘り込まれており、山側最深部で0.36ｍ、傾斜角度約43゜緩やかに立ち上がる。

柱穴内部に11基検出している。Ｐ１は0.2×0.2ｍ深き0.45ｍ、Ｐ２は０３×０２ｍ深さ0.21ｍ、Ｐ３は

0.47×0.33ｍ深き0.38ｍ、Ｐ４は026×0.19ｍ深さ0.17ｍ、Ｐ５は037×0.23深さ0.26ｍ、Ｐ６は0.42×

0.2ｍ深き0.19ｍ、Ｐ７は0.19×014ｍ深さ0.17ｍ、Ｐ８は0.29×0.19ｍ深さ0.17ｍ、Ｐ９は0.58×0.4ｍ深

さ016ｍ、Ｐ10は0.58×0.37ｍ深さ0.14ｍ、Ｐ１１は0.48×031ｍ深さ0.3ｍ、P12は0.3×0.21ｍ深さ0.43ｍ

である。Ｐｌ・Ｐ３・Ｐ６・P12は焼土域を囲むように位置し、他の柱穴と比して深さがあることか

ら主柱穴と考えられる。

炉中央やや南に焼土域を検出し、その周辺には石組み礫を除去した痕跡が確認でき、石囲炉が存在

した可能性が窺われる。検出時、覆土上層に長径40～60cmの花こう岩亜角礫が３個体集中して出土し

たが、被熱は認められなかった。

出土遺物（第５９．６０．６１図１～38）

遺物出土状況は第17図のとおりである。遺構上層にて出土した３個体の花こう岩亜角礫周辺地域に集

中的に遺物が出土した。遺物は覆土の上層から下層さらに床面直上にかけて、前出の花こう岩亜角礫

周辺部に集中して出土している。出土状況はいわゆる「吹き上げパターン」を呈している。第17図に

残存状態の比較的良好な土器を示したが、そのほとんどが覆土上層～中層に破片状態で出土した土器

である。どの土器も同一個体になるものは約５cm～１０cmの垂直幅をもって分布している。覆土の傾斜

等も考慮に入れるとほぼ同レベルから出土している。

Ｐ３より出土の土器８（第４章第61図以下出土土器は第４章参照）は、Ｃ－４群に含まれ、船元

Ⅲ式に比定できる。覆土中からも同じ船元Ⅲ式に比定できる９が出土している。１０はＣ－７群に、１１

はＣ－６群に、３～７．１２～38はＣ－８群に比定できる。覆土中出土土器の主体はＣ－８群の中期末

葉に比定できる土器と考える。とくに残存率の高い土器は中期末葉～後期初頭にぎしかかる時期に存

在したと考えられる土器型式である。

時期炉内土器・埋甕等、床面設置の土器等が確認できなかったため正確な判断はできない。わずか

に柱穴から出土した土器片および覆土出土土器の状況から、本住居が使用きれた時期は中期中葉頃と

考えられ、廃絶後、中期末葉の時期に土器が投棄されたと考える。

遺構上層から集中して出土した炭化物のＣ14年代測定から4,050士l10yrBP(PLD439)、下層床面直上か

ら集中して出土した炭化物から4,090±l00yrBP(PLD438）という分析結果が出ている。出土遺物およ

び出土状況、また炭化物による分析から、本遺構の時期は中期中葉と考えられる。
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第３節住居跡（ＳＢ）３３

３．第３号住居跡（ＳＢ３）第18図図版４

位置・立地状況第５地区中央部28ｂグリッドにて検出した。ＳＢ２の南西部、山側へ上がった隣接
区に立地する。ＳＢ２とは比高差Ｌ１３ｍを測る。焼土域を取り囲む形で４基の柱穴を検出したこと、

南西側の壁面の立ち上がり、ざらに遺物の出土量から竪穴住居跡と認定した。

平面形・規模北部は削平のため欠損している。確認できる部分から4.1ｍ×4.0ｍの円形プランをも
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っていたと推定する。床面積は121㎡（推定)。長軸方向はＮ－２６ｏ－Ｗｏ

覆土覆土は暗褐色士～にぶい黄褐色士が主体であり、床面の土居に近い土色・土質を呈していた。

山側の壁土の崩落、または上流部の土砂の流入が考えられる。

床面・壁床面はしまりのある土質であるが硬化はみられない。地山を利用したことが想定できる。

地山を壁とし、壁高はＳＢ１に類似し山側で深く0.48ｍを測る。傾斜角度は約80.．谷側は削平のた

め欠損しているが立地面の傾斜から推定すると構築当時からすでに浅かったと思われる。

柱穴内部にＰ１～４の４基を確認し主柱穴と考える。Ｐ１は0.32×0.22ｍ深さ0.38ｍ、Ｐ２は0.26×

0.1ｍ深さ0.34ｍ、Ｐ３は0.32×0.28ｍ深さ0.40ｍ、Ｐ４は0.44×0.28ｍ深さ0.39ｍである。

炉中央部北寄りに焼土域（明赤褐色土2.5YR5/8）をもつが、焼土域周辺床面には掘り込み等石囲炉

を思わせる痕跡はない。また南部に２基の土坑を含むが、士坑からの出土物はない。

出土遺物覆土から縄文土器109点、石器が５点出土した。縄文土器（第62図39～48）は39～43が

Ｃ－６群に、４４．４５はＣ－７群に、４６～48はＣ－８群に属し、中期中葉から後葉の時期を想定できる

資料である。

時期床面付近から出土した炭化物のＣｌ4年代測定から、4,380±l10yrBP（PLD436）と出ている。ま

た覆土中からの出土ではあるが出土遺物の主体からこの遺構の時期は中期中葉から後葉以前と考え

る。

４．第４号住居跡（ＳＢ４）

第19図図版４．５

位置・立地状況第５地区

中央部Ｚ９ａグリッドにて検

出した。規模が小きく、当

初は用途不明遺構とし調査

を進めたが、石囲炉および

それを囲む柱穴の存在、覆

土と掘り込みの状況から竪

穴住居跡と認定した。規模

の小きざについては、本来

の掘方が検出時よりも上層

にあったことが考えられ、

田面開墾時に上部が削除さ

れたと推定する。ＳＢ２の

南隣に位置する。ＳＢ２と

同じく西からの傾斜が比較

的緩やかになった傾斜地に

立地する。
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③にぶい黄褐色土(１０YR4/6）

第１９図第４号住居跡

０１ｍ
帰一一～一一一

(Ｓ＝1／40）

平面形・規模2.4×2.2ｍの楕円形プラン。床面積は1.45㎡・長軸方向はＮ-22°－Ｅ・

覆土覆土上層に黒色士が中央部に厚く堆積し、下層に黒褐色土が壁面に向かって厚く堆積する。



第３節住居跡（ＳＢ）３５

床面・壁床面は摺鉢状に弩曲する。硬化はみられず地山を利用している。地山を壁とし、壁高約

0.13ｍ、傾斜角度約30゜、床面と壁との明らかな境はなく緩やかに立ち上がる。

柱穴内部にＰｌ～４，肩部にＰ５、外部にＰ６，計６基を確認している。

Ｐｌは0.22×0.14ｍ深き0.23ｍ、Ｐ２は0.3×0.24ｍ深き0.27ｍ、Ｐ３は0.2×0.14ｍ深き0.13ｍ、Ｐ４は

038×0.28ｍ深き037ｍ、Ｐ５は0.7×0.36ｍ深き0.13ｍ、Ｐ６は０．２６×0.26深ざ015ｍである。

炉（第20図図版５）中央に0.57×0.47ｍの方形

プランをもつ石囲炉を検出した。西側一方を除

き、三方を花こう岩亜角礫で囲む。西側は拳大

の礫が３個並ぶのみである。石囲炉の南東側に

隣接して焼土域を検出した。また石囲炉東0.48ｍ

に石囲炉と方向を同じくして花こう岩亜角礫が

２つ配置きれた配石を検出した。住居の建て替

えによる炉の移動の可能性も考えながら精査し

たが、掘り込みはなく石の抜き取り痕も確認で

きなかったため、用途は不明である。

出土遺物（第62図49～51）

覆土中出土である。いずれもＣ－８群に属する。

時期中期末葉以前と考える。

５．第５号住居跡（ＳＢ５）第21図図版５

位置・立地状況第５地区中央東より34Ｙ－３５Ｙ

グリッドにて検出した。表土を除去した時点で

地山面が－部表出した地域にプランを検出した。

平面形・規模北部は削平と試掘トレンチによ

って不明確だが、南部から西部にわたって掘方

が確認できた。3.7×2.8ｍの楕円形プラン、床面

積7.3㎡と推定する。長軸方向Ｎ-73°－Ｅ・

覆土ほぼ全面にわたって暗褐色士が薄く堆積

する。

一己

⑪蕊溌
域

440.000
440.000

IlmlllhifiI
①黒褐色土(10YR2/2）③にぶい黄褐色土(10YR4/6）
②暗褐色土(１０YR5/3）

、 「
０4４０００

４ ４０００［

齢霞ｱｰｰｰﾛﾏｰ四

①黒褐色土(１０YR2/2）

②黄褐色土(10YR5/6） 1.-5,’
０

第20図第４号住居跡炉跡（Ｓ＝1／20）

柱穴Ｐ１～Ｐ７を検出した。Ｐｌは036×0.28ｍ深き011ｍ、Ｐ２は0.4×024ｍ深さ0.28ｍ、Ｐ３は

052×0.24ｍ深き0.42ｍ、Ｐ４は0.4×0.24ｍ深き0.29ｍ、Ｐ５は0.24×０．２ｍ深さ0.13ｍ、Ｐ６は0.24×

0.28ｍ深さ014ｍ、Ｐ７は0.28×0.2ｍ深さ0.16ｍである。

炉中央部に0.64×0.68ｍの方形プランをもつ石囲炉を検出した。西壁・東壁は花こう岩で風化が激

しく残りが悪い。炉の東側に焼土を検出した。

出土遺物（第62図52～54）

いずれの土器もＣ－８群に属する。

時期中期末葉以前と考える。



3６第３章遺構
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第３節住居跡（ＳＢ）３７

６．第６号住居跡（ＳＢ６）第22図図版５

位置・立地状況第５地区南西部26ｅグリッドにて検出した。

平面形・規模3.5×1.6ｍの不定形プランを呈するが、比較的遣存状態のよい北側の壁面から、構築

／ 当初は４ｍ前後の

円形プランであっ

たと想定できる床

面積11.3㎡、長軸

方向はＮ－４８゜

－Ｅ・

覆土黄褐色士層

の床面ににぶい黄

褐色土､暗褐色士、

黒褐色士の順に堆

積する。

床面・壁床面は

しまりのある黄褐

色士（地山）を利

用するが硬化はみ

１

ノ

／

ぺ

、／られない。壁高山
一

一一
一

側最深部０．５２ｍ、

4４２５００
４４竺旦００傾斜角度約78°。

床面同様地山を利

用している。

柱穴Ｐｌ～３の

３基を確認した。
①黒褐色±(１０YR3/2）③にぶい黄褐色土(l0YR4/3）

Ｏ
②暗褐色土(10YR3/4）④褐灰色土(１０YR4/1） Ｌ－．4J↑Ｐｌは024×０１８

第22図第６号住居跡（S＝1／40）ｍ深さ０．３５ｍ、Ｐ

２は0.26×0.2ｍ深さ038ｍ、Ｐ３は0.4×0.28ｍ深さ0.36ｍである。

炉中央部にて焼土域を検出した。焼土域周辺に石の抜き取り痕は確認できなかった。

出土遺物（第62図55～57）Ｃ－６群およびＣ－８群の土器が出土している。

時期遺構内より検出した炭化物によるＣ14年代測定により4,100士l00yrBP（PLD440）と分析結果が

出ている。また覆土より出土した遺物から、本遺構の時期は少なくとも里木Ⅱ式並行期以降中期末葉

までと考える。

７．第７号住居跡（ＳＢ７）第23図図版５

位置・立地状況第５地区南部30．グリッドにて検出した。

平面形・規模3.9×3.7ｍの不整円形プラン。床面積6.2㎡、長軸方向はＮ-23゜－Ｗ・

覆土床面と同じ土質をもつ層がまず遺構壁面から入り込み、ざらに暗褐色土、黒褐色士が堆積する。



3８第３章遺構

炉無し。

床面・壁床面の硬化はみられない。地山面にしまりがある。壁高0.4ｍ、傾斜角度17゜と非常に緩や

かな立ち上がりをみせるが、構築当初の壁面の崩落によることも考えられる。

柱穴Ｐ１～８を検出した。Ｐ１は0.76×0.68ｍ深さ0.45ｍ、Ｐ２は0.4×0.8ｍ深さ0.35ｍ、Ｐ３は

0.24×0.25ｍ深き0.26ｍ、Ｐ４は0.44×0.32ｍ深さ0.35ｍ、Ｐ５は0.48×0.32ｍ深さ0.33ｍ、Ｐ６は0.4×

0.32ｍ深さ0.28ｍ、Ｐ７は0.52×0.32ｍ深き0.2ｍ、Ｐ８は0.6×0.36ｍ深さ0.48ｍである。

出土遺物覆土中よりＣ－６群.Ｃ－８群土器（第63図58～79）が出土している。

時期覆土中から出土した炭化物によるＣ14年代測定により4,170±llOyrBP(PLD442）と出ている。

また覆土から出土した遺物からこの遺構の時期は中期中葉～後葉以前と考えられる。

●
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第23図第７号住居跡（Ｓ＝1／40）



第４節集石遺構（ＳＩ）３９

第４節集石遺構（ＳＩ）

集石遺構は、１６基検出した。

第１地区２基ＳＩＬＳＩ２ 第２地区９基ＳＩ３～ＳＩ１１

第３地区２基ＳＩ１２ＳＩ１３ 第５地区３基ＳＩ１４～ＳＩ１６

礫の充填形態.掘り込みの状況によって２つに分類する。

１類．掘り込みをもたず、表面に礫が平面的に集中するもの。

ＳＩ６・ＳＩ９・ＳＩ１４ＳＩ１６

２類．士坑状の掘り込みをもち、その上面および中位に礫を充填するもの。

ＳＩｌ～ＳＩ５・ＳＩ７・ＳＩ８・ＳＩ１０～ＳＩ１３・ＳＩ１５

２類の中でも、礫の充填状況が密なものと疎のものがあり、礫の大きぎもそれぞれ違いが若干認め

られる。

集石遺構に使用きれている礫について第39図～第43図にまとめたが、花こう岩が比較的多く混入し

ている。熱や水等の影響で破砕しやすい石材と考えるが、多用していることに特徴を見る。遺跡自体

が花こう岩帯に存在することがその要因のひとつと考える。

ＳＩ１・ＳＩ３・ＳＩ４・ＳＩ７・ＳＩ１５からは、炭化物が出土しＣｌ4年代測定分析を行った。

伴出した土器は少なく、また全体的に残存状況が悪いため、各遺構の時期を確定することは困難で

あるが、Ｃ14年代測定分析の結果、および周囲の状況などから推定した。
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第24図集石遺構位置図（Ｓ＝1／1,600）



4０第３章遺構

１．第１号集石遺構（ＳＩ１）第25図図版６

位置・検出状況第１地区東部11○グリッドにて

検出した。包含層を除去し遺構面にきしかかった

あたりで礫の集中を検出した。

形態・規模Ｖ層遺構面を掘り込んだ浅い士坑内

に礫が入り込む。士坑の規模は1.1×0.9ｍ深き約

０２ｍである。長軸方向はＮ－４８ｏ－Ｗｏまた最上

面の礫の広がりは０９×0.78ｍ、士坑の広がり内に

収まる。礫は72個、亜角礫が多く、数cm～28cm程

度のものまで様々な形状の礫が入る。石材は主に

花こう岩、花こう閃緑岩、砂岩である。

堆積状況士坑内の覆土は黒色士・褐色士の２層

444.000444.000

０

一①

lilii iTlTmfWmiTiTTml
①黒色土(10YR2/1)含炭化物 ００５ｍである。主に黒色土居全域にわたって炭化物を合
②褐色土(10YR4/4）－－－＝む。

第25図第１号集石遺構（Ｓ＝1／20）

出土遺物なし。

時期覆土内に含まれた炭化物のＣｌ4年代測定によって8,260士170yrBP（PLD312）と出ている。伴出

遺物がないため断定できないがおおよそ早期中葉の時期のものと推定する。

２．第２号集石遺構（ＳＩ２）

エロ創出鱒第１地区中央輔
O1oPグリッドにて検出した。

形態・規模Ⅳ層黒褐色土中に礫の

⑪＿集中と浅い掘り込みを確認した｡士
坑の規模は1.3×1.1ｍ深き0.2ｍ、長

軸方向はＮ－６３ｏ－Ｅ・最上面の礫

の広がりは１１×１．０ｍ、士坑の広が

り内に収まる。礫は276個、角礫、

亜角礫が多く、数cm～２４cm程度のも

のまで入る。石材は主に花こう岩、

花こう閃緑岩、砂岩である。

堆積状況士坑内の覆土はほとんど

黒色士である。炭化物検出なし。

出土遺物なし。

時期不明。検出した遺構面の高言、

444.300444.300

mlfii〕

①黒色土(10YR2/1）００５ｍ
￣－－-

第26図第２号集石遺構（Ｓ＝1／20）

および同地区から検出したＳＩｌとの遺構形状等の類似性から早期中葉と推測するが断定できない。

３．第３号集石遺構（ＳＩ３）第27図図版６

位置・検出状況第２地区北寄りl7Gグリッドにて検出した。北東側0.5ｍにＳＩ６に隣接する。



第４節集石遺構（ＳＩ）４１

形態・規模0.8×0.7ｍのほぼ円形を呈する士坑の

なかに礫が充填きれる。深き0.2ｍと浅い。最上面

の礫の広がりは0.6×0.5ｍ、士坑内に収まる。礫は

57個、亜角礫が多く10cm弱～16cmと比較的大きざが

揃っている。石材は、花こう岩、花こう閃緑岩が多

くアプライトが若干入る。
441.500４４１５００

堆積状況土坑内の覆土'よ黒色士～黒褐色土ｶﾖ堆積

する。炭化物を含む。

出土遺物縄文土器８点、石器１点出土した。土器

のほとんどが無文である。

｡Ｌ

゜① '

liiiIIl
①黒色土(10YR2/1）００５ｍ

時期覆土中の遺物からは、幅の狭い凹線が２条入②黄褐色土(１０YR5/6）－-

第27図第３号集石遺構（Ｓ-1／20）
る土器が１点のみで他はすべて無文であるため時期

は特定できないが、伴出した炭化物によるＣ14年代測定の結果6,440士130yrBP（PLD329）と出ており、

早期後葉ごろと推定する。

４．第４号集石遺構（ＳＩ４）第28図図版６
･

位置・検出状況第２地区２０１グi〕
’ 三’

ツドにて検出した。

形態・規模1.1×0.8ｍの不整楕円形

を呈する士坑に、最上面のほぼ全域

誼にわたって礫が集中する。深き0.53ｍ、
翠

。中央苔Bのみ深く掘り込まれる。平面

石の礫検出状況からは北部を除き、囲
＞

ロ三

三うように配置されているかのように
Ｈ

羅も観察できる。焼土はない｡礫は''８
．個、ほとんどが'5～２０cm程の亜角礫、

≦角礫である。石材は花こう岩､花こ
＞

三う閃緑岩、砂岩が多し】。
+１

塁堆積状況士坑内の覆土はH音褐色
何m

ろ土・褐色土が堆積し東部は－吉【攪乱

＜「

ョ→￣

シー
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二Ｉ 005ｍを受けている。
＜「
－－

第28図第４号集石遺構（Ｓ＝1／20） 出土遺物縄文土器25点、石器４点。

時期覆土上層の土器は小片無文であるがほとんどが後期のものと思われる。また士坑底部から出土

した炭化物のＣ14年代測定から6,960±lZOyrBP（PLD313）と出ている。早期後葉の遺構と推定し、遺

物は流入と考える。

５．第５号集石遺構（ＳＩ５）第２９図図版７

位置・検出状況第２地区西端17Ｌグリッドにて検出した。

形態・規模1.3×0.9ｍの不整楕円形を呈する士坑内に０９×0.8ｍの範囲にわたって礫が集中する。



4２第３章遺構

士坑内部にわたる礫の充填はみられない。

礫は18個、１５～30cmと比較的大きい角礫ま

たは亜角礫が入る。石材は花こう岩、花こ

う閃緑岩が主体をなす。

堆積状況士坑内の覆土は黒色士が主体を

なし、底部付近に若干の黒褐色士が堆積す

る。炭化物は採取できるほどのものは出土

しなかった。

出土遺物縄文土器101点出土。無文士器

が多いが、Ｋ－４群、Ｋ－７群土器が出土

している。石器は１点出土している。

時期伴出遺物から後期中葉と考える。

６．第６号集石遺構（ＳＩ６）

第30図図版７

位置・検出状況第２地区南東部21Ｐ～２２

Ｐグリッドに、多量の縄文土器片を伴って

」
」
Ｃ
］
○
○

－－－

」
」

ここ|胃’０川
･ 干曰

第29図第５号集石遺構（Ｓ＝1／20）
検出きれた。

●

｝｛

形態・規模Ⅲ層黒色土

中に1.5×１ｍの範囲にわ

たって礫が散布していた。

士坑はない。また周辺か

らは多量の縄文土器片が

出土した。礫の集積状況

は、検出時の遺構最上面

に散布した状態で出土し

たのみで下層にかけての

集積はみられなかった。

礫は47個、数cm～16cm程

の角礫、亜角礫がほとん

どである。石材は花こう

岩が圧倒的に多い。

堆積状況黒色土が約0.3

ｍ堆積する。

出土遺物（第64図80～83）

縄文土器477点出土。Ｋ－

４群、Ｋ－７群、Ｋ－８

群土器が出土している。
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第４節集石遺構（ＳＩ）４３

礫に伴う形で出土した土器の主体はＣ－７群に属する。

時期集石周辺から採取した炭化物によるＣ14年代測定によると3,450±l00yrBP（PLD314）と出てい

る。伴出した土器からも後期中葉の時期に設定できる。
● ７．第７号集石遺構（Ｓ
Ｒｌ

１７）第31図図版７

位置・検出状況第２地

区北寄り１７Ｇグリッドに

て検出した。ＳＩ１の北

東0.5ｍに位置する。

形態・規模15×1.3ｍ

の楕円形プランの土坑内

に深き0.45ｍの遺構底部

までに805個の礫が充填

されていた。覆土中層に

充填される礫が最も多

く、表面はさほどでない。

また下層にも礫は少なく

なる。礫は８cm～15cmの

角礫、亜角礫である。石

材は花こう岩がもっとも

多く、次いでアプライト、

『
『

○
○
ｍ
．
’
『

弓‘
０５ｍ花こう閃緑岩、砂岩であ

第31図第７号集石遺構(S=1/20）１三一
る。炭化物が付着した礫

が目立ち、最下層に比較的大きめの炭化物を検出した。また同じく最下層の底に付着する状況で焼土

を検出した。

堆積状況士坑内の覆土は、黒色士１層で、多量の炭化物を含む。

出土遺物縄文土器が１２点出土した。覆土中の土器には、後期のものと思われる土器が３点あり、そ

の他は無文である。

時期遺構底部に付着して出土した炭化物のＣ14年代測定によると、6,170士l30yrBP（PLD315）と出

ている。遺構面の状況および遺構の形態から早期後葉と設定するのが妥当かと考える。覆土上層の遺

物には、後期土器があるが、遺構使用後の混入ということが考えられる。検出位置の西上方に第１地

区がありそこからは早期土器が出土しており、また第２地区の遺構周辺からも早期土器が数点出土し

ている。

８．第８号集石遺構（ＳＩ８）第32図図版７

位置．検出状況第２地区西部１７Ｊグリッドにて検出した。南にＳＩ９が隣接する。

形態．規模Ｌ５×１５ｍの円形プランをもつ士坑の最上面に礫が集中する状況で検出した。礫は32個、

20cm～40cm大の礫が入る。石材は花こう岩がほとんどで、アプライト、花こう閃緑岩が若干入る。



4４第３章遺構

堆積状況黒色土が堆積するが、平面プランおよび士坑内の壁面は不明瞭である。

出土遺物縄文土器が132点出土。士坑底部付近から磨消縄文をもつ土器が出土している。

時期士坑底部直上の覆土内遺物から後期前半以前と考える。
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第32図第８号集石遺構（Ｓ==1／20）

9．第９号集石遺構（ＳＩ９）第33図図版７

位置・検出状況第２地区１７Ｊグリッドにて検出した。北にＳＩ８が隣接する。

形態・規模２×1.6ｍの範囲にわたって礫が集中する状況で検出した。不明瞭ではあるが礫の周囲

に楕円形を呈する範囲にわたって黒色土が入り込む状況を確認した。礫もほぼその範囲内に集中して

散布しており、士坑と呼べるほどの深い掘り込みはない。礫は、８cm～34cm大の角礫、亜角礫である。

石材は花こう岩、花こう閃緑岩が多く、砂岩、安山岩が若干入る。

堆積状況Ⅳ層暗褐色土面に礫が散布し礫周辺に黒色士が薄く堆積する。

出土遺物縄文土器が27点出土しているが、すべて無文である。後期土器と推定する。

時期不明。伴出土器と、周辺の遺構の状況、遺構面の状況などから後期と推定する。

10．第10号集石遺構（ＳＩ１０）第33図図版８

位置・検出状況第２地区17Ｋグリッドにて検出した。



第４節集石遺構（ＳＩ） 4５
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①黒褐色土('０YR2/2）②暗褐色土(l0YR3/3）③暗褐色土(l0YR3/4）

９－戸ヨニュ｣5ｍ
第33図第９．１０．１６号集石遺構（S＝1／20）



4６第３章遺構

形態・規模Ⅳ層暗褐色土を掘り込む浅い士坑に礫が入り込む。土坑の規模は0.9×0.9ｍ深さ0.2ｍで

ある。礫は11点、６cm～25cm程の亜角礫、亜円礫が入る。石材は、花こう岩、アプライトが主で、砂

岩、安山岩が1個体ずつ入る。

堆積状況土坑底部に黒褐色士が堆積し、ざらに中央部を中心に黒色士が堆積する。

出土遺物縄文土器が12点、１点船元Ｉ式新段階のものが出土しているが、その他は後期の無文士器

である。

時期伴出遺物の主体から後期とする。船元式土器片は混入と判断する。

11．第11号集石遺構（ＳＩｌｌ）第34図図版８

位置・検出状況第２地区中央西部17Ｋグリッドにて検出した。

形態・規模2.4×2.0ｍの範囲にわたって礫が散布する。不明瞭ではあるが、礫の集中部を囲んで掘

り込みがみられる。礫と同時に92点の土器片が出土した。礫は299個、１２cm～22cm大の角礫、亜角礫

である。石材は花こう岩、アプライト、花こう閃緑岩が主体をなし、安山岩、砂岩が若干入る。

！Ｑ￣

-，．０□

観
鰍
〃

０
の
Ｑ

雫
。
Ｃ
，
。
診
、

、
Ｑ
釦
晏
・

柵シい、Ⅲ 瀞
臘帥愚醜ｏ

忠G鈩〆／ 剛

441.300
4４１３００

①

②

亀
ク

｡

③

③
訂

③
訂

③、一一百

①暗褐色土(１０YR3/2）②黒褐色土(１０YR3/1）③撹乱

第34図第11号集石遺構（Ｓ＝1／20）
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第４節集石遺構（ＳＩ）４７

堆積状況士坑内の覆土は暗褐色士、黒褐色士が堆積するが、土坑底部付近に攪乱層が入る。

出土遺物（第64図84.85）縄文土器92点が出土しているが多くは無文。元住吉山Ｉ式並行期土器の比

較的大きい口縁部破片が出土した。

時期伴出土器から後期中葉以前とする。

12．第12号集石遺構（ＳＩ１２）第35図図版８

位置・検出状況第３地区29Ｊグリッドにて検出した。

形態・規模平面形1.6×1.6ｍの円形を呈する土坑に礫が集中して検出きれた。深き0.4ｍの土坑底部

にわたり礫が入り込む。礫は481個、１４cm～20cm大の角礫、亜角礫である。石材はほとんどが花こう

岩でアプライト、花こう閃緑岩、安山岩が若干入る。

堆積状況士坑内の覆土は黒色土、褐灰色士が堆積する。

出土遺物縄文土器２点が出土している。早期土器である。

時期早期以降と考える。
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第35図第１２号集石遺構（Ｓ＝1／20）

13．第13号集石遺構（ＳＩ１３）第36図図版８

位置・検出状況第３地区北西部27Ｂグリッドにて検出した。

形態・規模1.4×1.2ｍの不整楕円形の最上面に礫が散布する。掘り込みはない。礫は99点、形態・規模１．４×12ｍのﾉi､整楕Ｈ形の歳上回に礫か散布する。掘り〕△みはない。礫は99`点、１０ｃｍ～

40cm大の角礫、亜角礫である。石材は花こう岩を主体にし、アプライト、花こう閃緑岩が入る。



4８第３章遺構

堆積状況土坑は伴わないが、

礫の周辺に黒色士が薄く堆積し、

攪乱部分も存在する。

出土遺物なし。

時期不明。

￣
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i二１４雲

０４０［４

14．第14号集石遺構（ＳＩ１４）

第37図図版８

位置・検出状況第５地区中

央北寄りの傾斜地24Ｕグリッド

にて検出した。

形態・規模1.4×0.9ｍ

の不定形プランをもつ

士坑の最上面に礫が散

布する。０３ｍの浅い掘

り込みをもつ。礫は５１

個、１２cm～24cm程の亜

角礫である。石材は花

こう岩がほとんどでわ
２００

ずｶｺにアプライト、花

こう閃緑岩が入る。

堆積状況土坑内の覆

土は黒褐色士、褐色土

が堆積する。少量の炭

化物が混入する。

①黒色土（10YR3/1）④黄褐色土(l0YR4/6）

②暗褐色土(10YR3/3）⑤明黄褐色土(１０YR6/6）

③黒褐色土(l0YR2舅36図第13号集石遺構

００５ｍ
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(Ｓ＝1／20）

延

恩〈麺

440.200 440.200

銭｜
漣ソ

①黒褐色土(10ＹＲ３/2） ００．５ｍ

②にぶい黄褐色土(10ＹＲ４/3）－－－－－

第37図第１４号集石遺構（Ｓ＝1／20）

出土遺物なし。

時期不明。



第４節集石遺構（ＳＩ）４９

15．第15号集石遺構（ＳＩ１５）第38図図版８

位置・検出状況第５地区中央南端36ｃグリッドにて検出した。かなり傾斜がきつい位置に立地する。

形態・規模2.2×1.8ｍの不定形プランをもつ土坑の最上面に礫が散布する。士坑プランの外にも礫

が散乱する状況で検出した。礫は62個、１４cm～28cm大の角礫、亜角礫である。石材は花こう岩がほと

んどで、アプライト、花こう閃緑岩が若干入る。

堆積状況士坑内の覆土は、暗褐色土、黒褐色士が堆積する。黒褐色土内に炭化物が混入する。

出土遺物縄文土器が２点出土した。どちらも小片無文で時期は不明である。

時期士坑覆土中の炭化物のＣ14年代測定により7,160士l50yrBP（PLD441）と出ている。早期中葉と

推定する。
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第38図第15号集石遺構（Ｓ＝1／20）

第33図図版８16．第16号集石遺構（ＳＩ１６）第33図図版８

位置・検出状況第５地区中央北寄り25Ｕグリッドにて検出した。

形態・規模15×１ｍの不定形プランをもつ士坑の上部層に礫が含まれた状況で検出した。土坑の

深ざは0.4ｍを測る。礫は61個、８cm～28cm大の亜角礫がである。石材は、花こう岩、花こう閃緑岩、

アプライトである。



5０第３章遺構

堆積状況士坑内の覆土は、にぶい黄褐色士、暗褐色士、黒褐色土が堆積する。

出土遺物縄文土器が２点出土した。どちらも無文小片のため時期不明である。

時期不明。

第39図石材組成図

第40図礫重量組成図
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5２第３章遺構

第５節土器埋設遺構（ＳＭ）

士坑状の掘り込みをつくり、その内部に土器を設置し、何らかの目的があることが推定される遺構

を土器埋設遺構とした。土器埋設遺構は、第２地区に３カ所検出した。第１号土器埋設遺構は、検出

時は、後世の削平を受け掘り込みが確認できなかったが、おそらく設置時は現在より上層部から掘り

込み、土器を設置したと考えられる。土器も底部に近い胴下部以下を検出し、それを取り囲む位置に

礫が配置きれる状況を確認し、ここに含めた。第２号および第３号土器埋設遺構は、士坑状の掘り込

みを伴い、その中位に土器を設置し、ざらにその上から40～60cm大の礫を押さえ込むように乗せた状

況が推定できる。特に第３号土器埋設遺構は２個礫が入り、土器もかなり破砕している。第２号は平

面に対して深ざが深く、第３号は浅い。

第１～３号のいずれの遺構も、底部が正位・逆位で出土するという土器の出土状況に類似する点が

ある。第１号・第３号はほぼ完全に底部を確認できたが、第２号は底部の半分のみ確認し、残りは

欠損していた。このような状況からは設置時に完全な土器を埋設したとは断言できない。

どの遺構も後期中葉から後葉にかけての時期の遺構と考えられる。第２地区の包含層からは、この

時期の土器がかなりの割合出土しており、遺構もその時期の可能性が高い。

土器埋設遺構を検出した付近からは、石棒・土偶の出土をはじめ、立石を用いた遺構も検出きれた。
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第44図土器埋設遺構位置図（Ｓ==1／1,600）

























































































































































































































































第３節包含層出土石器 １７７
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第34表石錐計測．観察表
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回■、■雨■Ⅳ配祠￣F■－－Ⅳ■￣＝￣

Ｉ

筆33表有舌尖頭器計測表

Ｎｏ． 地区 出土区 層位
番号

遺物 石材
法量

長(ｍ、） 幅(ｍ、） 厚(ｍ、） 質量(9)

錐部

幅(ｍ、） 厚(ｍ、） 断面形
磨耗折損 素材剥片 分類掲載番号 挿図No.

写真

図版

１ ３ 31Ｆ Ⅱｃ 0０１ 下呂石 24.2 1０．８ 8.0 1.6 5.6 3.6 五角 有 縦長 １

２ ２ 17Ｇ Ⅲ 005 チャート 2３ ７ 2１ ］ ５ ８ Ｌ４ ５ ０ ４５ 台形 有 縦長 I 788 100 5４

３ ３ 30Ｈ Ⅱｃ ０３０ 下呂石 (2２ 9） (1９ 0） (４ 5） (1.9） (５ l） (3.5） 菱形 有 有 縦長 1

４ ２ 20Ｋ Ⅳ 0０１ サヌカイト 3１ 1 ２１ ２ ７ ０ 2.5 ３ ４ 2.2 台形 有 横長 １ 789 1００ 5４

５ ５ 31Ｖ Ⅱｂ 002 チャート ２３ １ 1４ 1 ７ ２ ２ ５ ５ ７ 4.1 三角 縦長 １

６ ３ 27Ｆ Ｉ ００４ サヌカイト (3４ 8） (1１ 4） (５ 6） (２ 5） (４ 0） (2.0） 台形 有 横長 I

７ ２ １９Ｅ Ⅲ 005 下呂石 1８ ７ 2２ ０ ５ ０ ２ ６ ８ ０ ４ １ 菱形 横長 I

８ ２ 19Ｇ Ⅲ ０１６ チャート 2７ ２ 1８ ０ ８ ０ ３ ７ ６ ５ ３ ６ 三角 有 横長 1

９ ２ １９Ｎ Ⅱｃ ００４ サヌカイト 2９ ５ ２２ ２ 1４１ ７ １ ５ ９ ３ １ 三角 縦長 １

1０ ２ l７Ｄ Ⅱｃ ００６ チャート (1９ 9） (8.8） (5.5） (０ 8） ５ ０ ３ ６ 菱形 有 縦長 Zａ

11 ２ 220 Ⅲ ０１６ 下呂石 3２ ０ 1０．９ ３ １ １ ３ ４ １ ２ ０ 菱形 有 縦長 2ａ

1２ ２ ZOR Ⅲ 008 サヌカイト 2０ 1 1６ １ ５ ０ １ ３ ３ ９ ２ １ 台形 有 縦長 2ａ

1３ ３ 29Ｅ Ⅱｃ 005 チャート 2５ ７ 1３ １ ４ ６ I ３ ４ ６ I ８ 三角 縦長 Zａ

1４ Ｚ Ｚ３Ｒ Ⅲ 002 下呂石 2３ ０ 1４ ９ ４ ６ １ ４ ５ ２ ３ ０ 菱形 有 縦長 2ａ

1５ ３ 29Ｋ Ⅲ ０１５ 下呂石 2５ ３ 1２ ２ ４ ９ 1７ ４ ９ ３ ２ 台形 有 横長 2ａ

1６ ２ １８Ｍ Ⅱ． 002 下呂石 2２ ０ 1３ 1 ４ ９ 1.7 5.1 ４ ０ 菱形 横長 2ａ

1７ ２ 表採 0２５ 下呂石 2３ ０ 1８ ２ ５ I I ８ 4.1 ０ ２ 菱形 縦長 2ａ

1８ ３ 30Ｆ Ⅲ 014 下呂石 2５ ３ 1８ ２ ５ ０ １ ９ ６ ９ ３ １ 三角 縦長 2ａ

1９ ３ 30Ｆ Ⅲ 013 下呂石 3７ ９ 1０ ７ ５ 1 ２ ２ ４ ８ ３ １ 菱形 有 縦長 Zａ

2０ ２ 1８１ Ⅱｃ ０１４ 下呂石 2０ ５ 1５ ５ ６ ０ 1 ３ ６ ２ ３ ８ 台形 有 横長 2ａ

２１ ２ l9Q Ⅲ 0０１ サヌカイト 2８ ９ 2２ ５ ５ ０ ２ ３ ４ ５ ３ ２ 菱形 縦長 2ａ

2２ ３ 28Ｎ Ⅲ 035 チャート (2８ 1） 1０ １ ８ ２ (２ 3） (５ 0） (３ 0） 三角 有 縦長 2ａ

2３ ３ 28Ｇ Ⅲ 0０１ サヌカイト 2４ ８ 1５ ３ ５ ４ ２ ４ ５ I ４ ０ 台形 有 縦長 2ａ

2４ ３ 31Ｅ Ⅱｃ 003 下呂石 3０ ３ 2０ ８ ５ １ ２ ５ ６ ０ ３ ０ 菱形 縦長 2ａ

2５ ２ １９Ｐ Ⅲ ００３ 下呂石 3０ ２ 1７ ９ ４ ２ ２ ６ ７ ０ ３ ９ 菱形 有 横長 2ａ

2６ ３ 3OＧ Ｉ 007 サヌカイト ４１ ３ 1３ ９ ５ I ２ ６ ６ ５ ２ ９ 台形 有 横長 2ａ

2７ ３ 29Ｎ Ⅱｃ ０１１ チャート 3３ ９ 1１ ０ ５ ８ ２ ７ ５ ５ ３ 1 台形 有 横長 2ａ

2８ ３ 26, Ｉ 003 チャート 3３ ７ 1３ ０ 6.0 2.7 ４ ９ ４ ０ 菱形 有 横長 2ａ

２９ ５ 28ａ Ⅲ 004 チャート 3０ ８ 1２ ８ 5.0 ２ ８ ６ ９ ３ ， 菱形 有 横長 2ａ

3０ ２ l８Ｅ Ⅱｃ 012 サヌカイト ４１ ６ 11 ５ 1１．６ ３ Ｉ ４ ９ ２ ５ 台形 有 縦長 2ａ

3１ ２ ｌ９Ｒ Ⅱｃ 0０１ サヌカイト 2６ ５ 1８ ７ 7.5 ３ ３ ８ ７ ３ ２ 台形 縦長 2ａ

3２ ２ 22Ｐ Ⅲ ０１７ 下呂石 3２ ５ 2３ ０ ８ １ ３ ６ ４ Ｚ ２ ８ 菱形 横長 2ａ 790 1００ 5４

3３ ３ 31Ｋ Ⅱｃ 002 サヌカイト 3５ ２ 1７ １ ６ ４ ４ ３ ６ ６ １ ９ 菱形 縦長 2ａ

3４ ３ 29Ｎ Ⅱｂ 004 チャート 3５ ４ 1９ ８ ５ ９ ４ ７ ５ ９ ３ ０ 台形 有 縦長 Zａ

3５ ５ 33s Ⅱａ ００１ チャート 3３ １ 1９ ９ ７ I ５ ０ ６ ７ ３ ２ 菱形 有 縦長 Ｚａ

3６ ２ 22Ｐ Ⅲ 062 下呂石 3８ ６ 2０ ５ ６ １ ５ ３ ６ ６ ４ ９ 台形 横長 2ａ

3７ ５ 40ａ Ⅲ ００１ チャート 3５ ０ 1８ ８ ８ ０ ５ ５ ７ ０ ４ 1 三角 有 縦長 Zａ

3８ ５ 30Ｒ Ⅱａ 0０１ チャート 3３ ３ ２１ １ ８ ２ ５ ７ ７ ２ ５ ０ 菱形 縦長 2ａ

3９ ３ 270 Ⅱｃ 009 チャート (3５ 7） (1４ 5） (８ 1） (５ 8） (８ 9） (７ 9） 三角 有 縦長 2ａ

4０ ３ 28Ｊ Ⅱｃ 002 サヌカイト 5８ ０ 1８ ０ 1２．０ 6.2 ７ ０ ４ ０ 三角 有 縦長 2ａ 7９１ 1００ 5４

4１ ３ 28Ｎ Ⅲ 034 鉄石英 4８ ９ 1９ ６ ９．８ 6.2 ５ ２ ４ ２ 菱形 有 縦長 Zａ

4２ ２ １７Ｆ Ⅱ． ０１０ サヌカイト 3５ ２ 2５ ０ 1２．０ 9.7 ４ ８ ３ 1 三角 縦長 2ａ

4３ ５ ３ｌｂ Ⅱａ 0０１ チャート 27.1 1１．０ ４．１ 1.5
６

６

２

６

４

３

I

０

菱形

三角

有

有
縦長 Ｚｂ 792 1００ 5４

4４ ３ 280 Ⅱｃ 045 チャート (22.9） 1１．２ ５．９ (1.5）
６

(４

１

6）

４

(２

０

9）

台形

三角
有 有 縦長 Ｚｂ

4５ ３ 280 Ⅲ ００５ サヌカイト 23.8 6.0 ３」 0.4 ４ １ ２ ９ 三角 有 縦長 3ａ

4６ ３ 361 Ⅱｃ 002 チャート ２１ ９ 8.1 ３ ２ ０ ７ ５ 1 １ ９ 三角 有 縦長 3ａ

4７ ５ Ｚ８Ｙ Ⅲ 008 チャート ３１ 1 1０．２ ６ ２ 1 ６ ６ ４ ２ ８ 三角 縦長 3ａ 793 1００ 5４

４８ ２ １７Ｆ Ⅲ 008 サヌカイト 4０ ９ 8.6 ４ ８ １ ７ ３ ５ ５ ０ 台形 有 縦長 3ａ

4９ ３ 26Ｇ Ⅱｃ 001 サヌカイト 3５ ９ ６．１ ６ ７ ２ ０ ６ ０ ４ 1 台形 有 横長 3ａ

5０ ２ IｇＥ Ⅱ。 001 チャート 27.0 ７．２ 4.5 0.8
４

４

２

０

３

２

９

９

菱形

菱形
有 縦長 3ｂ 794 1００ 5４

5１ ２ 1７１ Ⅲ 019 サヌカイト 22.0 8.1 4.1 0.8
４

４

０

０

2.3

2.0

台形

台形
有 縦長 3ｂ

5２ ２ 1６１ Ⅲ 003 サヌカイト (34.9） 9.0 6.2 (2.1）
６

(５

０

O）

3.2

(４０）

菱形

菱形
有 有 縦長 3ｂ

Ｎｏ． 地区 出土区 層位 遺物番号 石材 長(ｍ、） 幅(ｍ、） 厚(ｍ、） 質量(9) 掲載番号 挿図No. 写真図版

１ ５ Ｚ８Ｘ Ｉ 0０１ チャート 47.5 ２０．５ 8.3 7.7 786 9８ 5４

２ ５ 31Ｗ Ⅱｂ 005 サヌカイト (39.9） 209 6.1 6.5 787 9８ 5４
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第35表スクレイパー類（つまみ部付きスクレイパー）計測・観察表

第36表スクレイパー類（掻器Ｉ）計測・観察表

■罰､■■同ｍｍｍｍ■、■■…===－－mm■靱踊四閥
■■田圃U■■■￣￣－用－－－■■■■￣…---■「￣￣￣
■■Ｆ－Ｔ■－－－元■■Ⅲ■■－－■■■■￣…－－－■■■、Ⅳ■－－
回田■田■･■■旧－－＝■Ｐ…＝、■■■■■■￣…￣－－■■、■■■■■■■■■
■■国■面■■ローーー宅エーー■■■■－－－￣■■、■■■■■■■■■
回■■佃■･■■￣￣司一、■■、■■■■＝￣－－－■■■ｎｍ■Ｆ＝￣。
■■Ｆｒ■■･■＝－－￣宅－Ｆロー■■■■■＝￣－－－■■■、■冊■￣￣￣。
■■■Ⅱ面面ロー￣￣砠印■■■田■■■■■￣守一一一■■■、■円■Ｆ＝￣。

里二二野□画工一已晤需要二黒悪畳語鵠鵠呂語呂＝畳
■■■■■闘■、■￣￣￣￣～■■■■■■■■－－￣蒜＝■■、I■■■■■■■■■
■■nｍ■■Ⅵ■旧一司Ｆ－ｐｍ－■■■■￣－－＝■■皿■、面面■囮
囿団■F■■･■■、￣￣■￣－－■■■￣￣￣蒜＝■■、■■■■■■■■■
ｍｎＨ田、■石一一用￣￣￣■■■コーー汗＝■■、■■■■■■■■■
、■■、■■工一一Ｆ￣■田■Ⅷ■■■－－■■、■■■■■■■■■
面面、■ｍ■￣－－■￣■田■■■■■－－■■、■■■■■■■

…￣￣■■田一■囮■－－ｍ囲囿■■ヱエー

第37表スクレイパー類（掻器Ⅱ）計測．観察表

ｍＨｍｍｍ弓・mmFmmmmm田…■厩､■E、胴Ⅱ棚同国
■■ｎ回田■~■面－コ■祠■■耐■Ⅱ■■■￣￣､河圃団､阻詞匡霊湿辱■■■Ⅷ、囮
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皿面面■￣■已冗■可■■－画耐…■■■■■■■■■■■

第38表スクレイパー類（複合スクレイパー）計測・観察表

ｍＲｍｍ囮・面面□囮田……函

謡謡馬焉:馬禺呂面■■■

Ｎｏ． 地区 出土区 層位 遺物番号 石材
荘

長(ｍ、） 幅(ｍ、）

i量

厚(ｍ、） 質量(9)
刃部

刃部数 平面形 調整
折損 分類

掲載

番号

挿図

Ｎｏ．

写真

図版
１ ５ 27Ｖ Ⅱａ 0０２ チャート 5０．５ 20.5 8.8 8.6 外誉２ 両面２ １

２ ３ 29Ｋ Ⅲ ０１７ 下呂石 5２ ９ 3８ ０ ７ 1４ ３ ２ 不定形２ 片面２ １ 795 1００ 5４

３ ３ 26Ｆ Ⅲ ０１８ チャート ５］ ５ 3０ ２ ９ ７ １２ 0 ２ 直線２ 片面２ １ 796 1００ 5４

４ ４ 50Ｋ Ⅲ 0０１ サヌカイト 8６ １ 3４ ９ １２ ２ 4３ ５ ２ 直線２ 両面２ １

５ ２ l９Ｌ Ⅲ 006 チャート 3３ ０ 3９ ３ ７ ０ ６ ４ 1 直線1 両面１ ２ 797 1００ 5４

６ ２ １７Ｊ Ⅳ 004 チャート 2９ ７ 3５ ０ ６ ９ ７ ３ 内鶯１ 両面１ ２

７ ２ l８Ｇ Ⅲ 017 チャート 3６ １ ４１ ８ 1２ ４ 1４．７ 1 直線1 両面１ ３ ７９８ 1００ 5４

８ ３ 29Ｋ Ⅲ ０１４ チャート 2３ ９ 3４ ］ ５ ５ 3.2 １ 直線１ 両面1 ３

９ ５ 29ｂ Ⅲ 0０１ チャート 2５ ２ 3２ ６ １１ ２ ４ ４ 直線１ 両面１ ３

1０ ５ Ｚ５Ｃ Ⅲ ００７ チャート 2８ ９ 3６ ０ ４ ７ ６ 1 １ 直線1 両面１ ３

1１ ３ Ｚ７Ｇ Ⅲ ０１１ チャート ３８ ４ ５１ ２ 1０ ０ 2２ 0 １ 外轡１ 両面１ ３

1２ ５ 29ａ Ⅲ 0０１ チャート 3６ ］ 4２ 0 ８ ６ ９ ３ ２ 外蟹１．直線１ 両面２ ３

1３ ５ 38Ｚ Ⅲ 002 チャート 3８ ２ 6０ ０ 1４ ４ 1９ ９ ２ 外誉１．直線１ 両面２ ３ 799 1００ 5４

1４ ２ １７Ｋ Ⅲ 001 チャート 1６ ２ ２１ ４ ， １ ３ １ 外鶯1 両面１ ４

1５ ２ ２１Ｎ Ⅱｃ ０２２ チャート 1６ ５ 2３ ９ ３ ８ I ３ I 直線1 両面１ ４

1６ ３ 37Ｊ Ⅱｃ 003 サヌカイト ２１ ３ 3３ ０ ５ ０ ２ 0 ］ 内轡１ 両面１ ４ 800 1００ 5４

1７ ２ Ｚ０Ｈ Ⅳ 002 サヌカイト 2０ ０ 2３ ８ ６ ５ ２ ４ I 外聲１ 両面１ ４ 8０１ 1００ 5４

1８ ２ l６Ｈ Ⅳ 007 サヌカイト 1７ ２ 3１ ５ 3.1 ２ ８ I 内轡１ 両面１ ４

1９ ５ 29Ｚ Ⅳ 0０１ チャート 2３ ５ 2６ 1 7．５ ４ ２ １ 外督１ 両面１ ４

2０ ５ Ｚ６Ｙ Ⅲ 007 サヌカイト (1４ l） (1７ 5） (6.1） (］ 5） 不明 不明 不明 有 不明

２１ ５ 28Ｕ Ⅱａ ００２ サヌカイト (2０ ]） (]７ 7） (6.0） (２ 9） 不明 不明 不明 有 不明

Ｎｏ． 地区 出土区 層位 遺物番号 石材
法量

長(ｍ、） 幅(ｍ、） 厚(ｍ、） 質量(9)

刃部

刃部数 平面形 調整
折損 分類

掲載

番号

挿図
Ｎｏ．

写真

図版

１ ３ SＵ４ 001 チャート 40.5 26.5 1１．０ 1１．４ １ 外弩 両面 1ｂ 727 9０ 5０

２ ２ Ｐ１１７ ００１ サヌカイト 89.8 ４１．０ ＺＬ４ 73.5 1 外弩 片面 1ａ 726 9０ 5０

３ ５ 31Ｚ Ⅲ 001 石英 29.9 49.4 １３．１ 20.6 I 外脅 片面 lａ

４ ５ 40ａ Ⅳ 001 チャート 1９．１ 1０．４ 6.8 5.6 １ 直線 片面 1ａ

５ ５ 2６９ Ⅲ 005 チャート ２５．１ 4２ ５ 1２ ０ 1２ ９ １ 直線 片面 1ａ 802 1０１ 5５

６ ］ 3Ｒ Ⅲ ００２ チャート 5０．３ 2４ ８ 1５ ０ 1６ ３ １ 直線 片面 1ａ 803 101 5５

７ ３ 29Ｇ Ⅲ 009 チャート 5８ ５ 2６ ２ 1４ ９ 2２ 1 I 外弩 片面 1ａ 804 1０１ 5５

８ ２ l７Ｈ Ⅱｃ ００１ チャート ４１ ４ (3８ 6） 1２ ］ 2５ ４ Ｉ 直線 片面 1ａ

９ ２ 表採 Ⅲ 0２２ 泥岩 4６ ５ 6０ ５ ]４ ４ ４１ ３ １ 直線 片面 1ａ

1０ ３ 25Ｆ Ⅲ 003 チャート 2２ １ 4０ ８ １０ ２ 1０ １ １ 直線 両面 1ｂ

11 ５ 33Ｙ Ⅳ 006 チャート 4５ ８ 3０ ４ 1２ ６ 1７ ７ １ 直線 両面 1ｂ 805 1０１ 5５

1２ ２ l６Ｈ Ⅲ ０１０ チャート 2０ ３ ５１ ０ ５ ３ 3３ ７ １ 直線 両面 1ｂ

1３ ５ 33Ｙ Ⅱｂ 004 チャート 4８ ３ ３１ ９ 1３ I 1８ ８ １ 外脅 両面 lｂ

1４ ２ 1７１ Ⅲ ０１２ サヌカイト ４１ ２ 8８ ２ １４ ３ 5２ ５ １ 外弩 両面 1ｂ

1５ ３ 3OＧ Ｉ 005 チャート 3４ ８ 5２ ８ 1２ ５ ２１ ５ 1 外脅 両面 lｂ

1６ ３ 32Ｋ Ⅲ 003 サヌカイト (3６ 4） 3２ ５ １４２ (1６ 2） ３ 直線2.ﾀﾄ醤１ 両面1,片面２ 有 ２ 806 101 5５

Ｎｏ． 地区 出土区 層位 遺物番号 石材
法

長(ｍ、） 幅(ｍ、）

量

厚(ｍ、） 質量(9)

刃部

刃部数 平面形 調整
分類

掲載

番号

挿図
Ｎｏ．

写真

図版

1 ２ １７Ｋ Ⅳ 006 チャート

36.4 32.8 13.0 1８．２

法量

長(ｍ、） 幅(ｍ、） 厚(ｍ、） 質量(9)
36.4 32.8 1３．０ 1８．２

１ 直線 片面

錐部

幅(ｍ、） 厚(ｍ、） 断面形

6.0 6.8 三角

1ａ

分類

１

808 1０１ 5５
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第２節遺構出土炭化物の放射性炭素年代測定

山形秀樹（パレオ・ラボ）

Ｌ放射性炭素年代測定について

試料は，アルカリ・酸処理を施して不純物を除去し，炭化処理をした後リチウムと混合して反応

管内に入れ，真空ポンプで引きながら８００°Ｃまで加熱して炭化リチウム（ｶｰﾊﾞｲﾄﾞ）を生成後，加水

分解によりアセチレンを生成した。

測定は，約一ケ月放置した後，精製したアセチレンを比例計数管（400cc）を用いて，β一線を計

数して年代値を算出した。その結果は下記に示す。

なお，年代値の算出にはLicの半減期としてLibbyの半減期5,570年を使用した。また，付記した年

代誤差は，計数値の標準偏差ぴに基づいて算出し，標準偏差（Onesigma）に相当する年代である。

試料のβ~線計数率と自然計数率との差が2ぴ以下の時は，３ぴに相当する年代を下限の年代値として

表示し，試料のβ~線計数率と現在の標準炭素(Modemstandardcarbon)の計数率との差が2ぴ以下の時

は，Modemと表示し，’4Ｃ(…此)川Ｃ(M`,｡．、)の値を付記し，’4Ｃ(…pl‘)/'4Ｃ(Mod…)＜1であれ

ば，yrBPの値を付記する。

暦年代の補正は，大気中の'4Ｃ濃度が一定で半減期が5,568年として算出された'4Ｃ年代値（yrBP）

に対し，過去の宇宙線強度の変動による大気中の'4Ｃ濃度の変動および半減期の違い（ｌ４Ｃの半減

期5,730±30年）を補正して，より正確な年代を求めるものであり，具体的には年代既知の樹木年輪

の14ｃ年代の詳細な測定値を用いて補正曲線を作成し，これを用いて暦年代を算出する。補正暦年

代の算出にCALIB30{StuiverandReimer,1993:IBM-PC用:Reference(Stuiver＆Pearson,1993)}を使用し

た。なお，交点年代値は14Ｃ年代値に相当する補正曲線上の年代値であり，１ぴ年代幅は'4Ｃ年代

誤差に相当する補正曲線上の年代範囲を示す。年代を検討する場合は，６８％の確率で１ぴ年代幅に

示すいずれかの年代になる。暦年代の補正は約一万年前からＡＤＬ950年までが有効であり，該当し

ないものについては補正暦年代を***またはModemと表示する。また，ＡＤＬ955*はModemを意味す

る。

２．放射性炭素年代測定結果

ＩＮＣ．測定No. 試料 '４Ｃ年代値 補正暦年代

ＰＬＤ-436 炭化物981,5

ＳＢ３

4,380士１１０ yｒ

(BＣ2,430年）

ＢＰ 交点年代値ＢＣ３､015/3,000/2,925年

１ぴ年代幅ＢＣ3,290to3,280

ＢＣ3,265ｔｏ3,24Ｏ

ＢＣ３，１０５ｔｏ2,890

ＰＬＤ-437 炭化物９８IDS

ＳＢ５

3,930士１１０ yｒ

(BＣ1,980年）

ＢＰ 交点年代値ＢＣ2,455年

１ぴ年代幅ＢＣ2,570to2,520

ＢＣ2,505ｔｏ2,27Ｓ

ＢＣ２，２２５ｔｏ2,205
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ＰＬＤ-438 炭化物

981,5

ＳＢ２－①

4,090±１００ yｒＢＰ

(BＣ2,140年）

交点年代値ＢＣ2,610年

１ぴ年代幅ＢＣ2,870to2,800

ＢＣ2,775ｔｏ２，７１Ｓ

ＢＣ2,705ｔｏ2,470

ＰＬＤ-439 炭化物

981,5

ＳＢ２－②

4,050±110 yｒＢＰ

(BＣ2,100年）

交点年代値BC2o570/2,515/2,510年

１ぴ年代幅ＢＣ2,860to2,810

ＢＣ2,740ｔｏ2,72Ｓ

ＢＣ2,695ｔｏ2,460

ＰＬＤ-440 炭化物981,5

ＳＢ６

4,100±１００ yｒＢＰ

(BC2､150年）

交点年代値ＢＣ2,615年

１ぴ年代幅ＢＣ2,875to2,795

ＢＣ2,780ｔｏ2,485

ＰＬＤ-４４１ 炭化物981,5

ＳＩ１５

7,160士１５０ yｒＢＰ

(BＣ5,210年）

交点年代値ＢＣ5,980年

１ぴ年代幅ＢＣ6,155to6,140

ＢＣ６，１２５ｔｏ６，０８Ｓ

ＢＣ６，０７０ｔｏ5,845

ＰＬＤ-442 炭化物981,5

ＳＢ７

4,170±ｌ１０ｙｒＢＰ

(BＣ2,220年）

交点年代値ＢＣ2,865/2,810/2,755年

BＣ2,725/2,700年

ｌび年代幅ＢＣ2,890to2,575

ＰＬＤ-443 炭化物９８IDS

ＳＫ２０

1,920±９０ｙｒＢＰ

(AD30年）

交点年代値ＡＤ８５年

１ぴ年代幅ＡＤ５ｔｏ２２５

ＰＬＤ-444 炭化物981,5

ＳＫ２７

4,090士１２０ yｒＢＰ

(BＣ2,140年）

交点年代値ＢＣ2,610年

１ぴ年代幅ＢＣ2,875to2,795

ＢＣ2,785ｔｏ2,465

ＰＬＤ-445 炭化物981,5

ＳＫ３１

3,140±１１０ yｒＢＰ

(BClo190年）

交点年代値ＢＣ1,410年

ｌぴ年代幅ＢＣ1,515ｔｏ1,265

ＰＬＤ-446 炭化物９８IDS

ＳＵ５

3,850±１００ yｒ

(BC1o900年）

ＢＰ 交点年代値ＢＣ2,290年

ｌぴ年代幅ＢＣ2,460to2,140

ＰＬＤ-448 炭化物981,2

ＳＫ９

3,310±１００ｙｒＢ

(BＣ1,360年）

交点年代値ＢＣ1,595/1,570/1,530年

１ぴ年代幅ＢＣ1,730tｏＬ７２５

ＢＣ1,685ｔｏ1,49Ｓ

ＢＣ1,485ｔｏ1,450
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第３節岩井谷遺跡出土炭化材の樹種同定

植田弥生（パレオ・ラボ）

1．はじめに

本遺跡は伊吹山系東側の春日村に所在し、標高1,000m前後の山々に囲まれた山間部で、粕川上流の

支流に形成きれた標高450ｍ前後の小扇状地上に立地する縄文時代を中心とする遺跡である。本遺跡

のほかにも水系沿いには縄文時代の遺跡が多数分布していることから、当地区一帯は縄文時代から生

活の場であったことが判る。ここでは、主に縄文時代の遺構から出土した炭化材の樹種同定結果を報

告する。縄文時代に山間部ではどのような樹種の材が利用ざれ生活が営まれていたのかは、あまり知

られていないようである。当地区においても、炭化材樹種調査は今回が初めてである。

検討試料は、集石遺構(ＳＩ１５)、住居跡(ＳＢ２、ＳＢ４、ＳＢ６)、不明土坑(ＳＫ３１)、土器集中区

(ＳＵ５)、炭化物集中区(41Z)から出土した複数の炭化材片である。これらの遺構から出土した遺物は

少ないため、出土炭化材を用いた放射性炭素年代測定が先に行われ(別報)、樹種同定はこの残りの試

料について実施した。そのため同定結果は出土した炭化材の一部であり検出きれた樹種に偏りがある

懸念もあるが、当地区では初めての調査事例であることから今後の参考資料となるはずである。

２．炭化材樹種同定の方法

試料は各遺構ごとにビニール袋に一括して取り上げられ入っていた。炭化材の形状は、破片がほと

んどであるが細い枝材も少数あった。状況のよさそうな大きな破片だけを同定の対照にすると結果に

偏りが出る恐れがあるので、３方向断面が観察可能な破片は大小にかかわらず同定を行った。

先ず、炭化材の横断面（木口）を手で割り実体顕微鏡で分類群のおおよその目安をつけ、次に３方

向の破断面（横断面・接線断面・放射断面）を走査電子顕微鏡で観察し同定を決定した。走査電子顕

微鏡用の試料は、３断面を５mm角以下の大ききに整え、直径１ｃｍの真鐡製試料台に両面テープで固

定し、その周囲に導電性ペーストを塗り充分乾燥きせた後、金蒸着を施し、走査電子顕微鏡（日本電

子㈱製JSM-T100型）で観察と写真撮影を行った。

樹種同定を行った残りの炭化材は、同定された分類群ごとにチャック袋に入れ遺構別にまとめ岐阜

県文化財保護センターに保管されている。

３．結果

各遺構ごとの同定結果を第59表に示した。炭化材は脆いためもとは同一のものが割れた可能性があ

る破片もあったため、結果は定性的に表示した。各遺構の試料は主に比較的小苔な破片が多く、細枝

も少数ではあるが見られ、破片数．量は遺構により一様ではなかった。

集石遺構(ＳＩ１５)の炭化材は燃料材と考えられるもので、ブナ属・クリ・ヌルデ・トチノキが検出

された。ブナ属は推定直径が約２ｃｍで11年輪が数えられ、クリは直径約5ｍｍの細枝であり、ヌルデと

トチノキは微破片であった。

住居跡の可能性が高い３軒(ＳＢ２、ＳＢ３、ＳＢ６)から出土した炭化材は、建築材の一部と予想

される。ＳＢ３からは、オニグルミ・イヌシデ節・ブナ属・ケヤキ・ヤマグワ属・サクラ属・カエデ

属ａ・ガマズミ属の８分類群が検出された。ＳＢ２からは、イヌシデ節・ブナ属・クリ・カエデ属ｂ・

ケンポナシ属・トネリコ属の6分類群が検出された。ＳＢ６からは、クリ・シラキ・カエデ属ａ・ケン
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ポナシ属の4分類群が検出された。

不明土坑(ＳＫ３１)は住居跡ＳＢ５の住居内の士坑であった可能性が高く、破片は比較的大きなもの

が大量にまとまって出土した。樹種はサクラ属とガマズミ属の２分類群で、ガマズミ属は直径５ｍｍ

の細枝が１点だけであり、残りすべてはサクラ属であった。このサクラ属の破片には傷害樹脂腔が見

られたものが多く、その接線状に連続した傷害樹種腔付近の年輪の様子は類似していることからこれ

らの破片は同一の木が炭化後に多数に割れた可能性がある。

土器集中区(ＳＵ５)からはイヌシデ節・ブナ属・クリ・ケヤキ・サクラ属・シラキ・トチノキ．ケ

ンポナシ属・ガマズミ属の9分類群が検出され、一つの遺構から最も多くの分類群が検出された。

炭化物集中区(41Z)からは、イヌシデ節・ブナ属・クリ・カエデ属ａ・トチノキの５分類群が検出さ

れた。このうちトチノキは大きな破片がまとまって多数出土し、典型的な幹部の組織構造とはやや異

なり管孔配列や放射組織の形態から樹皮に近い部分と推定きれる破片も含まれており、樹皮付きの太

い村が炭化したものと推測きれた。

以下に同定の根拠とした材組織の観察結果を記載する。

1)オニグルミJuglansmandshuricaMaximsubspsieboldiana(Maxim)Kitamuraクルミ科図版６５１a､-

1c・(ＳＢ３）

単独あるいは２～３個が複合した中型で楕円形の管孔が除々に径を減じながら散在し、接線状の柔

組織が顕著な散孔材である。道管の壁孔は交互状、穿孔は単一、チロースが顕著である。放射組織は

ほぼ同性または上下端部に方形細胞がある異性、３細胞幅が多い。

オニグルミは暖帯から温帯のやや湿った所に生育する落葉高木で、種子は食用になり、材は加工し

やすく狂いは少ない。

Z)クマシデ属イヌシデ節CaIpinussectEucarpinusカバノキ科図版６５２a-Zc.(ＳＢ３）

放射組織が集合する部分と２～数個の小型の管孔が放射方向に複合し配列する部分とがある放射孔

材である。道管の壁孔は小型で交互状に密在、穿孔は単一である。放射組織は方形細胞が混じるがほ

ぼ同性、１～２細胞幅、道管との壁孔はやや大きく対列状に配列している。集合放射組織があり、穿

孔も単一であることから、イヌシデ節と同定した。なおクマシデ節は集合放射組織の出現頻度が低く、

穿孔は横棒が１０本以下の階段状のものが多いことで区別している。

クマシデ属は暖帯および温帯の山地に生育する落葉高木または大形低木で、イヌシデ節には山野に

普通のイヌシデとアカシデ、乾いた山稜に生育するイワシデがある。材は丈夫で有用である。

3)ブナ属Fagusブナ科図版６５３a-3c.(41Z）

丸みをおびた小型の管孔が密在し除々に径を減じてゆき、年輪界では極めて小型となり分布数も減

少する散孔材である。道管の壁孔は交互状で孔口はレンズ状に水平に大きく開く部分もあり、穿孔は

単穿孔と横棒が１０～20本の階段穿孔がある。放射組織は異性、１～３細胞幅と細胞幅が広く背の高い

広放射組織があり上下端に方形細胞があり、道管との壁孔は大きなレンズ状である。

ブナ属は温帯極相林の主要素で、大木となる落葉広葉樹である。北海道南部以南の肥沃な山地に群

生するブナと、本州以南のおもに太平洋側に分布してブナより低地から生育するイヌブナの２種があ

る。果実は食用となり、材も建築材から漆器まで用途が広い。

4)クリCastaneacrenataSiehetZucc・ブナ科図版６６４a､-4c､(ＳＢ６）
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年輪の始めに中型～大型の管孔が密に配列し除々に径を減じ、晩材部では非常に小型の管孔が火炎

状に配列し、柔組織が接線状に配列する環孔材である。道管の壁孔は小型で交互状、穿孔は単一、内

腔にはチロースがある。放射組織は単列同性、道管との壁孔は孔口が大きく交互状である。

クリは北海道西南部以南の暖帯から温帯下部の山野に普通の落葉高木である。果実は食用になり、

村の加工はやや困難であるが狂いは少なく粘りがあり耐朽性にすぐれている。

5)ケヤキZelkovaserrata(ThunbJMakinoニレ科図版６６５a､-5c,(ＳＵ５）

年輪の始めに中型の管孔が１～２層配列し、その後小型の管孔が集合して接線状・斜状に配列する

環孔材である。道管の壁孔は交互状、穿孔は単一、小道管にはらせん肥厚がある。放射組織は異性、

ｌ～８細胞幅の紡錘形、上下端や縁に結晶細胞があり、道管との壁孔は交互状に密在する。

ケヤキは暖帯下部から温帯の山中や川岸に生育する落葉高木である。材質は堅く、木目が美しい村

である。用途は建築材や容器が多い。

6)クワ属Ｍｏｍｓクワ科図版６６６a-6c.(ＳＢ３）

年輪の始めに中型の管孔が配列し除々に径を減じて行き、晩材部では小型や非常に小型の大きざの

不揃いな管孔が集合し斜状・波状に配列する環孔材である。ケヤキの横断面に似るが、晩材部の塊状

の集合管孔の構成数はケヤキより少なく管孔の孔口は全般に大きい。道管の壁孔はやや大きくて交互

状、穿孔は単一、小道管にらせん肥厚があり、内腔にはチロースがある。放射組織は異性、１～５細

胞幅の紡錘形で上下端に方形細胞があり、道管との壁孔は大きて交互状に配列している。

クワ属は落葉高木または低木で、温帯から亜熱帯の山中に広く分布するヤマグワと、和歌山県・中

国地方・四国・九州の暖帯の山中に希にあるケグワがある。果実は食用となり、材は重硬・強靭で心

材は特に保存性が高い有用材である。

7)サクラ属Prunusバラ科図版６７７a､-7c､(ＳＵ５）

小型の管孔が年輪の始めにやや密に分布し、晩材部は放射方向・接線方向・斜状に複合し全体的に

うねるように分布している散孔材である。道管の壁孔は対列状または交互状、穿孔は単一、内腔に細

いらせん肥厚がある。放射組織はほぼ同性、１～4細胞幅、道管との壁孔は小型で密在する。

サクラ属は､暖帯から温帯の山地に生育する温帯落葉広葉樹林の代表的な属であり多くの種を含み、

モモ・ウメ・スモモなどの栽培種を含む。ほとんどの種が落葉性の高木であり、果実が食べられるも

のが多い。村は粘り気があり強く、保存性も高い。

8)シラキSapiumjaponicaPaxetHoffin，トウダイグサ科図版６７８a,-8c,(ＳＢ６）

小型で厚壁の管孔が単独または２～数個が放射方向に複合しややまばらに散在する散孔材である。

周囲状柔組織がある。道管の壁孔は交互状、穿孔は単一である。放射組織は単一異`性、放射柔細胞は

大きく、道管との壁孔は交互状である。

シラキは岩手県以南の暖帯から温帯の山地の川沿い生育する落葉小高木である。

9)ヌルデRhusjavanicaL・ウルシ科図版６７９a､-9c・(ＳＩ１５）

年輪の始めに中型の管孔が配列し晩材に向かい徐々に径を減じ、晩材部では非常に小型の管孔が塊

状に集合して接線状・斜状に配列する環孔材である。木部柔組織は周囲状、特に晩材部では集合管孔

の周囲に多い。道管の壁孔は交互状、穿孔は単一、小道管には明瞭ならせん肥厚がある。放射組織は

異性、ｌ～２細胞幅、輪郭はやや不斉、道管との壁孔はやや大きく孔口もレンズ状に大きく開き交互
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状配列である。

ヌルデは北海道以南の温帯から熱帯にまで広く分布し山野に普通の落葉小木である。

10)カエデ属ａＡｃｅｒａカエデ科図版６８１０a.-lOc141Z）

小型の管孔が単独または２～３個が複合して散在し年輪界は不明瞭な散孔材である。道管の壁孔は

交互状、穿孔は単一、内腔に細いらせん肥厚がある。放射組織は同性、ｌ～４細胞幅、道管との壁孔

は交互状で孔口はやや大きく整然と配列している。

カエデ属は日本全土の暖帯から温帯の山地や谷間に生育する温帯落葉広葉樹林の主要構成樹であ

り、約２６種と多くの変種が知られている。材は堅く徴密で割れにくく保存性は中程度である。

11)カエデ属ｂＡｃｅｒｂカエデ科図版６８１１a,-11c・(ＳＵ５）

放射組織は単列と15～２０細胞幅で細胞高も非常に高いものとが顕著である。その他の形質は上記の

カエデ属ａと同様である。

12)トチノキAesculusturbinataBlumeトチノキ科図版６８１２a､-12c・(41Z）図版6913a-13c.(41Z）

小型の管孔が単独または２～数個が複合し、年輪の始めは分布数がやや多く晩材部では減少する散

孔材である。道管の壁孔は交互状、穿孔は単一、内腔にらせん肥厚がある。放射組織は単列同性で層

階状に配列し、道管の壁孔はやや大きな円形で交互状に密在する。

放射組織はほとんどが単列で細胞高もほぼ同じで層階状の傾向が見られるが、管孔はやや小きく分

布も疎らである破片が複数観察きれ、これらは樹皮に近い部分と思われる。

トチノキは北海道以南の温帯の谷間に生育する落葉高木である。種子はアク抜きが必要だが食用と

なり、材は軽軟で徴密で加工し易く、材面は絹系光沢がある。

13)ケンポナシ属Hoveniaクロウメモドキ科図版６８１４a､-14c､(ＳＢ２）

年輪の始めに中型の管孔が１～２層あり除々に径を減じ、晩材部は単独または２～３個が放射方向

に複合した非常に小型で厚壁の管孔が散在し、周囲状・翼状の柔組織が顕著な環孔材である。道管の

壁孔は小型で交互状、穿孔は単一である。放射組織は異性、ｌ～３細胞幅、上下端に方形細胞・直立

細胞が単列で１～３層ほどあり、結晶細胞がある。

ケンポナシ属は暖帯の山中に生育する落葉高木である。本州・四国に分布するケケンポナシと北海

道から九州に広く分布するケンポナシがある。果実は食べられる。材質は良い。

14)トネリコ属Fraxmusモクセイ科図版６８１５a､-15c・(ＳＢ２）

中型の管孔が１～２層配列し、晩材部では小型で厚壁の管孔が単独または２個が複合し散在する環

孔材である。周囲状柔組織がある。道管の壁孔は小型で交互状、穿孔は単一である。放射組織は同性、

1～4細胞幅の紡錘形で細胞高はほぼ均一である。

トネリコ属はおもに温帯に生育する落葉高木である。シオジ・ヤチダモ・トネリコ・アオダモなど

約９種ある。材は重硬で弾力性があり折れ難い。

15)ガマズミ属Vibumumスイカズラ科図版７０１６a-16c.(ＳＵ５）

非常に小型の管孔がほぼ単独で散在する散孔材である。道管の壁孔は交互状、穿孔は横棒数が１０～

30本ほどの階段穿孔である。放射組織は異性、ｌ～２細胞幅、上下端の単列部は方形・直立細胞から

なり、道管との壁孔は小型で交互状に配列する。道管内壁のらせん肥厚は確認できなかった。

ガマズミ属は暖帯から温帯のおもに日当りのよい山野に生育する常緑または落葉の低木または小高
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木で、約13種がある。

４．まとめ

本遺跡から検出きれた分類群はすべて落葉広葉樹であり合計15分類群が検出きれた。土坑ＳＫ３１は

同一材と推定されるサクラ属の破片が多数とガマズミ属の細枝が１点の合計２分類群だけであった

が、それ以外の遺構からは4～９分類群の複数種が検出きれ、本遺跡全体では多種多様な樹種が利用

られていたことが明らかになった。これらの樹種構成は、ブナ属・クリ・カエデ属・トチノキ・オニ

グルミなどを含む中間温帯林から冷温帯落葉広葉樹林の樹種構成に類似している。この森林環境は本

遺跡の立地と一致しており、縄文時代から種類数が豊富で豊かな森林環境を利用した生活が営まれて

いたことが明らかになった。遺構別の検出樹種を見ると(第59表)、検出分類群の種類数や樹種構成に

特徴が見られた。だだし冒頭で付記したように、詳細な時期を決める遺物の出土が少なかったために

炭化材を用いて放射性炭素年代測定を先行し樹種同定はこの残りの試料を用いたため、同定結果は出

土した炭化材の一部で検出きれた分類群は偏りがあるかもしれないことを再度断っておく。

まずひとつは、出土遺物と放射性炭素年代測定値から縄文時代早期に対比きれる集石遺構(Ｓｌｌ５)の

炭化材はブナ属・クリ・ヌルデ・トチノキの4分類群で他の遺構と比べ検出種類数は少なかった。千

野(1983,1991)は各集石遺構から同定される樹種は主に１～２種類で多くても4種類ほどであることを

指摘しており、当遺跡においても同様であった。各遺構で一度に使用した燃料材の樹種数はそれほど

多くはなかったようである。また、本遺跡から検出きれた4分類群のうちヌルデ以外のブナ属．ク

リ・トチノキはその果実が当時の重要な食料源となる樹種である。南関東の遺跡では、クリと共にク

ヌギ節・コナラ節・カシ類も使用されており(千野、1983,1991)、これらの樹種もやはりその果実が

重要な食料源であった樹種である。集石遺構では、主に果実が食料源となる樹種が選択きれて使用き

れていたのか？、今後も資料を増やし検討して見る必要がある。

次に、土器集中区(ＳＵ５)からは9分類群と最も多くの分類群が検出された。土器や炭化材などの廃

棄場であったためにその時どきの利用樹種が蓄積してゆき、その結果検出分類群が多かったものと考

えられる。

また３番目として、住居跡の可能性があるＳＢ２・ＳＢ３・ＳＢ６からは1住居跡につき４～８分

類群が検出ざれ合計13分類群であり使用樹種数が多かった。イヌシデ節・ブナ属・クリ・カエデ属

ａ・ケンポナシ属は2軒から検出きれたが、３住居跡から共通して検出された分類群は無く、各住居

ごとに多種多様な樹種を使用していたと推測される。検出された分類群のすべては建築材として有用

な樹種であったことから、炭化材は建築材であった可能性はあると思われる。

千野(1983,1991)や山田(1993)は、縄文時代の材利用の特徴と伐採により森林に及ぼした影響を理解

するために、遺跡の樹種報告結果を集計し検討している。それによると、縄文時代の建築材も燃料材

も全国的にクリが圧倒的に多く使われていた。しかし、本遺跡では建築材や燃料材と推定きれる炭化

材からは、クリはブナ属と共に検出頻度が高いがほかの分類群に比べ量的にも際立って多いことは無

かった。揖斐川上流の徳山地区は本遺跡の北東に位置し、同様な山間部遺跡であり、縄文時代遺構の

炭化材樹種同定結果が報告されている（藤根・吉川、1994、植田、1997、植田、1998、藤根・吉川、

1999、植田・藤根、1999)。この地区での住居跡・住居跡炉・埋甕内・土坑・ピット・遺物包含層な

どから出土した炭化材樹種同定結果は、クリ・ブナ属・カエデ属・ケヤキが目立ち、特にクリは様々
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な種類の遺構から出土して検出頻度は高いが際立って多い傾向は見られないなど、検出樹種は本遺跡

と類似性が高い。本遺跡と徳山地区の今までの調査からは、南関東の遺跡とは異なりクリが圧倒的に

多い傾向は見られない。また当地域一帯の植生の主要素でありその果実は食用となるコナラ節やクヌ

ギ節も南関東の事例とは異なり、あまり出土していない。このように当地域の特徴や南関東との相違

点が見えてきたが、当周辺域の炭化材樹種調査はまだ充分とは言えないので今後も資料の蓄積がなさ

れ、まず当周辺域の山間部での樹種利用を明らかにして行く必要があると言える。

第59表岩井谷遺跡出土炭化材の遺構別検出樹種
■ ＝＝■ず
■

ＬＤ－４３９

Ｕ■ ＝＝ｂ
■■

ＬＤ－４４０

ＳＫ３１

ＬＤ４４５

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■＝￣
－－■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■－
－－■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ロ■■■■
￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣￣
￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■－
－■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■Ｐ口一
一■■■■■■■■■■■■■■■￣■■■■■■■ロ■■■■■■■
－－■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
￣■■■■■■■■■■■■■■■￣■■■■■■■■■■■■□■■
￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
－－■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■呵
呼雨■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
匹砠■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
団願。■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

●１：多数出土●２：大破片多数、樹皮?に近い破片も多数出土
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苧器鱈

Ｓｌ１５集石

PLD-441残り

SＢ２住居跡

PLD-439残り

SB3住居跡

PLD-436残り

SB6住居跡

PLD-440残り

SK31士坑

PLD-445残り

SU5±器集中区

PLD-446残り

41Ｚ炭化物集中区

PLD-447残り

オニグルミ ○

イヌシデ節 ○ ○ ○ ○

ブナ属 ○ ○ ○ ○ ○

クリ ○ ○ ○ ○ ○

ケヤキ ○ ○

クワ属 ○

サクラ属 ○ ●１ ○

シラキ ○ ○

ヌルデ ○

カエデ属ａ ○ ○ ○

カエデ属ｂ ○

トチノキ ○ ○ ●２

ケンポナシ属 ○ ○ ○

トネリコ属 ○

ガマズミ属 ○ ○ ○
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第８章まとめと考察

第１節縄文土器の出土状況

今回の調査において出土した縄文土器のうち、時期比定の可能な土器は3,064点であった。第133図

～第142図はその分布状況をまとめたものである。おおよその時期ごとに、出土した地点ごとにまと

めたもの（各図上）と、層位ごとにまとめたもの（各図下）を示した。

慨
繼
期
期
期
期
期

Ｉ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ

鯏
時
Ｓ
Ｃ
Ｃ
Ｋ
Ｋ

時

想定した時期

早期

中期前半

中期後半

後期前半

後期後半

本報告上の分類

Ｓ群

Ｃ－１～Ｃ－３群

Ｃ－４～Ｃ－８群

Ｋ－１～Ｋ－５群

Ｋ－６～Ｋ－８群

遺跡は先述したとおり、傾斜地であり尚かつ自然災害および開田による削平のため、包含層が調査

区全体にわたって均一に堆積した状況を確認できたわけでなく、出土点数においては偏りがあるため

小地域を取り扱うことはできないが、今回の調査で第１地区～第５地区と設定した地域の比較はおお

むね可能ではないかと考え集計した。集計した結果から次のことを読みとることができる。

①
②
③

第２地区および第３地区は早期から後期という長期にわたる土器が出土している。

第５地区では、中期後半が中心時期であると言える。

第２地区・第３地区においては特に後期が中心時期であり、第２地区北部に後期前半、第２地

区南部および第３地区北部に後期後半のピークを見る。

以上３点から、この小段丘面の中においても、時期による生活中心の場の変遷があると考えられる。

早期は確かなことは言い難いが、中期中葉から後葉にかけて段丘面南部の地域を中心にした集落が営

まれ、やがて後期に入ると北部地域に生活の中心が移る。

遺構との関連から考えると、第２地区からは立石遺構、土器埋設遺構を検出し、さらに土偶・石棒

の出土と祭祀に関係する遺構・遺物の検出および出土が顕著である。第２地区においては当時特別な

地域であった可能性が考えられる。

ざらに、第２地区の祭祀関連遺構の東に、柱穴群が見られ、第３地区からは石囲炉をもった住居跡

を検出している。第２地区東端の柱穴群は住居跡の可能性が高く、今回調査対象外であった第２地区

と第３地区の間の部分を含めた地域は住居域であった可能性が考えられる。祭祀関連遺構群と住居域

との関連が今後の調査によって解明されることが望まれる。
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第２節剥片石器の石材分布状況

本遺跡が所在する春日村周辺には、砂岩、泥岩、チャート、玄武岩質溶岩など岐阜県美濃地方に広

く分布する美濃帯堆積物及び火砕岩、安山岩の貫入岩と、貝月山を中心として広がる花こう岩が分布

する。粕川の支流である岩井谷と尾西谷に挟まれた本遺跡周辺の川からは、主に花こう岩、泥岩、安

山岩等の礫が存在するが、チャートの礫は現在観察される限り見当たらない。ただし、遺跡からｌ～

1.5km下流の谷から下流にかけては、良質のチャートの存在が確認できる。また、明らかに他地域か

らの搬入と考えられるサヌカイト・下呂石については、その量も多い。ここでは、主に剥片石器に多

く用いられたチャート・サヌカイト・下呂石（黒曜石はわずかであるため除いた）の出土状況につい

て述べる。

第60表に剥片石器の石材別出土点数を示した。チャートは、総数においても剥片１個あたりの質量

においても一番多い。遺跡周辺にはないものの、いわゆる在地の石材で多く利用されるのも当然とい

える。ところが、搬入きれたサヌカイトや下呂石もかなりの数を占めている。特に、石鎌においては

チャートよりも多く利用きれている。薄く剥がれやすいこれらの石材は、石鎌など薄手の剥片石器を

作る上で好都合だったことをうかがわせる。このように、手に入れやすいチャートとは別に、サヌカ

イトや下呂石を好んで用いたことをも想像させる。

また、サヌカイトや下呂石が何らかの交易でもたらされたとするならば、そこには時期的な差がそ

の要因となっている可能性も考えられる。第143～145図は、剥片類の出土状況を個数分布で示したも

のである。これらから、チャートはどの地点においても出土割合が高いのに対して、第144図や第145

図に見られるようにサヌカイトや下呂石は第２地区・第３地区の出土割合が高く、逆に第５地区にお

いては少数である。第146図は地区別の剥片類の質量を比較したもので、ここでも同様のことが言え

そうである。こうした出土分布の違いは、当時の生活・文化の変化が考えられるのではないだろうか。

第60表剥片石器の石材別出土点数

凹市■■
－－ｍｍ■￣

チャート サヌカイト 下呂石 合計

石鎌 9１ 1３８ 8４ 313

有舌尖頭器 １ １ ０ ２

石錐 1９ 1７ 1５ 5１

スクレイパー類（石匙） 1４ ６ 1 ２１

スクレイパー類（掻器Ｉ） 1２ ３ ０ 1５

スクレイパー類（掻器Ⅱ） 1 ２ ０ ３

スクレイパー類（複合スクレイパー） １ ０ ０ １

スクレイパー類（削器） 3６ 1６ ０ 5２

ピエス･エスキーユ (模形石器） ６ ４ ５ 1５

石核 4２ ６ １ 5０

石製品 １ １ ０ ２

合計 224 194 106 524

剥片 1１７３ 1670 493

ＲＦ 1３１ ７１ 1３

ＵＦ 153 7５ 1７

剥片類合計 1,457 1,816 523

剥片類総質量(9) 7,7262 6,230.7 1,461.3

剥片類平均質量(２） 5.30 3.43 ２．７９
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２

第145図下呂石の地区別出土状況

「

第１地区
□チャート

囮サヌカイト

圏下呂石
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第146図剥片類（ＲＦ・ＵＦ含む）における石材別質量
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藤澤良祐１９９４「山茶碗研究の現状と課題」「研究紀要」第３号三重県埋蔵文化財センター

共通

早野壽人他１９９９「細野遺跡・梨子谷遺跡・干日遺跡・宮上遺跡』岐阜県文化財保護センター

増子誠他１９９８『塚遺跡」岐阜県文化財保護センター
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